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私 は、 ２００７年１２月１６日 か ら２００８年 ２月 ５ 日 ま で、 兵庫 県 教 育 職員 在 外研 究 員 と して カ ー ティ ンエ 科 大 学 公 衆

衛 生 学 部 のＢｉｎｎｓ教 授 に お 世 話 に な り な が ら、
パ ー ス に 滞 在 しま した。 今 回、 不 妊 治 療 を 行 っ て い る 施 設 を 見

学しそこで働く看護師から話をう かがったので、 その報告をさせていただきます。

１ オース トラリア／バースの紹介

南半球にあるオース トラリアは日本と正反対 の季節で、 滞在したパースでは日中の気温が３５度を超える日

が 度々 ある 真 夏 で した （な ん と ク リス マス に は、 ４３度 を 記 録） 。 し か し、 日 本 と 違 っ て 湿 度 が高 く な い の で、

体感気 温はマイナス５度く らいです。
ま た、 オ ー ス トラ リ ア の 人 口 はお お よ そ２０５０万 人。 人 口１０００人当 た り の 出 生率 は１２．０

２ （２００７） 、 合 計 特 殊

出 生 率 は１８１ （２００６） で、 近 年の 好 景 気 に よる 人口 増 加、 及 び少 子 対 策 助 成 金制 度 「ベ ビ ー ・ ボー ナ ス」
ホの

導 入 によ っ て、 上 昇 の 一 途 を た どっ て い ま す。

そ し て、
パ ー ス は、 オ ー ス ト ラ リ ア の 中 で最 も大 き な 西 オ ース トラ リ ア 州 （日 本 が すっ ぽり 入 っ て しま う

大きさ） の州都 です。 州面積の９０％は半砂漢という広大な大地とイ ンド洋に面した美しい海岸を持つことか

ら、 オ
ー ス トラ リ ア の 中 で 最も 美 しい 都 市 と して 有 名 で す。

＊ 少 子 対 策 助 成 金 「ベ ビ ー ・ ボ ー ナ ス」 と は、 ２００４年 か ら 開 始 さ れ た 出 産 し た 人 に ＄３０００を 支 給 す る 制 度 で、 「マ マ の た

め に １ 人、 パ パ の た め に １ 人、 そ し て も う １ 人 を 国 の た め に。 」 と い う キ ャ ッ チ コ ピ ー を 普 及 さ せ ま し た。

２． 不妊治療施設の現状

パースにある５つの不妊治療施設の内、 今回３施設を見学させていただきま した。
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不妊 医 竈 にお け る ■ 竈 切現 状

１） 不 蛭 看 謹師 ■ 不妊 コー ディ ネ ー タ ー ω役 割

不 妊 医 療 に 関 わ る 君 謹 者 は・
’
不 姐 看 護 師

一
或 い は ’不 妊 コー ディ ネ ー タ ー と 呼 ば れ て い ま す 彼 女

た ち は 看 護 師或 い は 助 産 師 の 資格 を 持り て い ま す が、 口 本 のよ う に 不 妊 看 護 に 関 する 公 的 な教 育 制 度は 存

在 せ ず、 就職 先 での ト レー ニ ン グ を 受 けた 後、 活 躍 して い ま Ｌた凸

捌 瞳 剣^
１」 ン タ と ヒ ラ リ ー ス ー と り ズ 不 妊 外 共 切 不 蛙 ｉ，●師 ｏ

ＴｈＥ Ｆ直ｒｔｉｌ■ｔ｝ Ｓ㏄ｉｏｔＩ ｏｆ Ａｕ彗廿目帖 Ｒ 叩ｒｏｄｕ〔ｔ■ｗ ＴＥ〔ｈ ｍｌｏ 醐 ＾ ㏄ ㍑ｄ■ｔ舳 ｏｎ Ｃｏｍ ｍｉ廿 田 の 「不 好 セ ン タ ー

にお け る 実 践 の 原則」 の ガイ ドラ イ 〃〕中 で、 小
妊 医 癖 チ ー ムメ ン バー口〕役 割 は 典 体 的 に 明 記 さ れて い ま す、

不 妊石 謹 師 の 役 割 と し て は・ ↓１看 護 ケ ア ω 提 供・ ② ＾ＲＴ 治 療 の 貸 臥 ３１ＡＲＴ 治 療 に 関 する 様々 な 学 問 間
の 連 携、 ω

患 者 さ ん の 代 弁、 ⑤ 情 報 と 教 育の 提 倶、 蝿 記録 管 理、 ⑦薬 物 管 理、１⑧看 謹 研究 の 実 施 と 参加、
⑨１質 保 証 に 参 加、 ⑩ ＾ＲＴ に 関 する 法 律 や 規 律 の理 解、 岨 専 門職 と して の 白 己研 鐙、 が 挙 げ ら れて い ま し た、、

２〕 看護者の役割の 実暁
パ ー ス の 病 院 の 待 合 室 は 多く の 体 外受 精 を 実 施 して いる こ と が信 じら れ な い 位、 人 気 もま ばら で、 と て

も 静 か で した・ ま た・ 不 娃 看謹 師 ■ ］一 デ 寸 ネ ー タ ー は、 診察 を 終 え た 患 者 さん と ゆっ く り 向 か い 合 っ て

話 を し て い ま す・ 待 合 室 に患 者 さん が殺 到 し、 看 護 者 は診 寮の 介 助 や 浦 射 な どの処 瞳 で忙 しそ う に働 い て

１：淋竃灘 鳩 淋１ξ無も搬 批 島 箒弄 瞭療に捌ナる醜者の役割につ
川 不釘 治療 の マ ネー ジ メ ン ト

ｌＴ１ 自 己管 理 の 指 導

オ ース トラ リ ア では、 排 卵 誘 発 剤 の注 射 や 偉 外受 精 サ イ ク ル に お ける 注 射 は、 白 Ｌ注 射 で 行 わ れて

いま す。 従 ｏ て、 自 ■注 射 の指 導 を 含 め 治療 開 始 前 の ガイ ダン 貝 は とて も 重 要 で す。

② 検査結果の情報怯達

通 院 して い る 女 性 達 は・ ホ ル モ ン 値を 測 定す る た め の 血 液 検 杳 を 最寄 ｏ η 医 療 機 関 で 行 い ま す。 詰

果 は不 妊 治 療 施 設に 集 約 さ れ・ 看 護 者 か ら 電話 で 知 ら さ れ る シス テム です、 私 は、 検 査結 果 の 情 報伝

達 と い う こ 例 役 割 は も っ と も 大 切 な 役割 だと 感 じま した、、 な ぜ な ら、 看 護 者 達 は 電 話 で 忠者 さ ん に 検

査結 果 を 知 ら せ る た め に か な り の 時 問を 停． て い た し、 こ の時 間 が 而接 患 者 さ ん と 相 互作 用 で きる 貴

重 な機 会 だ っ た か ら で す。 検 査 結 果を 伝 瓦る 際、 看 護 者 は 使用 して い る 薬 液 量 を 確 認 Ｌた り 薬 液の

変 更を 指 埠 Ｌ て い ま した。 ま た、 患 者さ ん から の 薬 液 に つ いて の 質 問 や マイ ナ ー トラ プ ル の
油 談 にも

応 じてい ま した、
固 他職種との協 力と役割分担

体 外受 精 を開 姑す る 際 は、事 前 に カ ウ ンセり ン グ を受 け る こ と が推 奨 さ れ て いま す。 施 設 によ っ て は、
受 けて 守らでないと体外畳精 が実施できない所もあηました・ その機会以外に・ 患者さんが心理的な問
題 を抱 兄 た 時 は・ 看 護 者 はカ ウ ンセ ラ ー に 紹 介 しま す。 私 が一 番 聞 き た かっ た 不 妊 カ・， プル 例 関 係 を 改

善 或 い は 向 トさ せ る た め のア プ ロー チ に 関 して 看 謹 者 に 訊 ねた と こ ろ、 私 た ち は そ の 問題 を 解 決す る た

め の 技 術 を 持 た な い か ら、 そ の 問題 に 問 わ る こ と が で き ない の よ と 話 Ｌてく れま し た。 す な わ ち、 カ ウ

ン セ ラ ー に 委 譲 する と いう、 ま さに 割 り 切 り す ぎる と 思 わ れる ほ どの 役 割 分担 です。

４ 目本のｉ竈ケアに 対する示唆

医 療 施 設 で 見る 看 護 者 は楽 しく 杜 事を して い た し、 医療 施 設を 訪 れ る カ ッ プ ル ㈱ ど がカ ッ プ ル で 来 院〕

も 大 半 は 悲 壮 感 （ り を 漂わ せ て い ま せ ん で し た。 お 国柄、
国↓辻杵 の違 い も 大き い と 思 い ま す が・ 文 化 も 医

療 事情 もオ ー ス トラ リ ア と 違う □ 本 にお い て、 何を どう 変 瓦 てい っ た らよ い の で し上 う か。
イ・妊 カ ッ プル に よ ｏ よ い石 謹 ケア を 提 供 す る ため に、時 間 にゆ と ｏ を 持 つ こと は と て も 大切 です。 しか し、
そ の 大 切 さ を わ かｏ な が らも 現 実 は 」・分 な 時 問 を か けて 小 姐 カ ッ プル と 関 わる こ と が でき ず、 ジ レ ンマ を 感

じて い る 看 護 者も 多 い の が 現状 で す・ そ こ で、
こ口〕問 題 を 解 決 す る ため に、 白 己注 射 は 最 適 なカ 略 であ る と

感 じま した
一
ま た、 白 已注 射 は、 看 護 者

サ イ ドのみ な らず、 患 者 さ ん サイ ド にも 大 きく 貢 献す る と 思 い ます。

次 号 では、 自 己 浦 射 に焦 点 を 当 て て、 現状 とそ の 課 題 を紹 介 Ｌた い と悪 い ま す。
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■ メ イ ン テ ー マ

「カッ プルの親密さ 山危機を乗り越えるた めの方略山」

■ご摸拶
生殖医療の発展は著 Ｌく 現在脆人に１人の割 合 く２００５年統計） で高度峠殖 医療による児が

産まれる時 代に

な っ て い ま す。 しか Ｌ、 治
羨 の 選 択肢 の 増 加 や 長期 化 に よっ て・ 身

体 的 の み な らず 心 理 社 会 的に も 危 機 的 な 状

況に立たされるヵツ プルも少なく 卯 の が現状で 丸 また・ 昨 牛 がんの 鰯
＝よって生殖 機能を脅かされ・

不 妊 治 療 の 対 象 と な る カ ッ プ ル も 増 えて お り 祁 妊 に 悩 む カッ プ
ル ω背 景元 多 種 多 様 に なっ てき ま した。 そ こ

で、
実 践 者 １ 教 育 者 ・ 研 究 者 が 様々 な知 見 を

砧 Ｌ合 い、
カ ッ プ ルの 危 撮 を 乗 Ｏ 越 え る た め の 具 体 的な 方 略 を 提

案 でき た ら と 考 え て お りま す凸

ま た、
今回 新 た な企 画 と して、 事 例 検 討 会 を用 意 Ｌ

ま Ｌた。 臨床 の 中 で対 応 に 悩 む 事 例 に 多 く
遭 遇 して いる

こ と と 思 いま す。 そこ で、 日 頃感 じて い る 看 証
の悩 み や疑 問 に 対 す る 対 策を 参 加 者 と 共 に 考 え・ そ れ ぞ れ の

耽

場 に 帰っ て か ら の希 望 に つ な がる 時 間 が も て た らと 思 い
企 画 Ｌま した血

ぜ ひ、 明石 の 宙 にお い で
く だ さい、 皆 様 に

ま たお 会 い で きる の を心 か ら お待 ち 申 Ｌ トげ て お Ｏま す。

窮右回１１本生殖看護学 会学術集会長 野澤 美江子

■ 会 期 ・ 会 ｏ

期 日 ２００呂年 ７月２０日 ｛Ｈ〕 ９ ３０ － ７ ３０

会 場 ． 兵庫 県 止大 学明 右
キ ャ ン パス １〒６７ヨー昌５醜 兵庫 黒 明 右 市 北 上 戸町１３－７１〕

■ 学術＾会靱要

９ ヨｏ－ｌｏ ｏｏ 会 長 調 演 「カ ， プ ル の 親 締 苫 を 考 え る Ｈ 己 表 出 を 促 進 す る ケ ア を 日 指 し て」

兵庫県立大学看謹学 部 野澤美江子

１１ ５５－１ヨーヨ５ 会 員 服 定 事 例 検 討 会

１５ヨｏ一］〒 靱
；；ポジ；ム ｒカ

’
；
’
÷」レ 鵬 硝 とがん 麟 におけ 肺 ・イパルの 蝋 」

〔危 槻的状況におけるカ叩プルの親需 さ〕 高知大学 人文学部 増１１１ 匡搭

＝がん医癖と牛殖榿能〕 大阪大学医学部 泌尿器帯 辻村 晃

１がん医癖と看謹ｊ 福 井鼎立病 院 外来化学療法革 木谷 福 江

■春 加申 し込み方法

郵 便 振 込に て、
お 手続 きく だ さい。 な お、 事前 申 Ｌ

込 み は ６月２０Ｈ （金〕 ま で です。

く 学術集会参加聾〉

事 前 申 Ｌ 込み １ 会員４５００円、
非 会員５５００円・ 学

生 １大 学 院 生 ・研 修 生 は 除く〕 １５００円

当 Ｈ 参 加 ’ 会員５５００円、
非 会員６５㎝ 円、 学

生 １大 学 院 生 ・ 研修 生 は 除く〕 ２５００１１］

お 弁 当 １ ㎜ 円 ｛近 隣に 飲 食 店 が 少 ない た め、
こ ち ら でお 申 し 込み いた だ く か、 各 白

ご用 意 く だ さい。

＜ 振 込 先 〉 郵便 振 替 Ｏ ０ ９ ２ ０ － Ｏ－ ３ ２ ０ ２４ ６ 加 人者宇■ 第６ 回 日
本 生 殖看 竈学 会 学 術集 会

’襯綴鷲 嫌鍬㈱二芝二㌶鰍鷹臓１
手 数 お か け Ｌて 大 変 恐 縮 で す が、 第 ６回 学

術 集 会ホ ー ム ペ ー ジ （ｈｔｔｐ．
〃ｊ呈ｉｎｕｍ■ｎｊｐ小ｉ耐ｏｐ．

ｈｔｍＯ を ご 参

照 の ト、
至急 再 登 録を お 願 い い た しま す。

○漬題抄録受付を 雌 魍しました凸 詳細は・ 前述の学術集会ホー
ムページをご参照ください。

■箏倒慣肘会の着加 お申し込み方法

学 術 集会 当 日、朝 ９：ＯＯ
か ら受 付 に て 誰 理券 を 配布 い た し ます。 テ ー マ は４ 月 に 発 表 Ｌま

す の で・学 術 集 会ホ ー

ム ペ ＿ ジ （ｈｔｔｐ 〃」昌…．ｕｍ
ｉｎ．ｊｐ 小

ｉｎｔｏｐ ｈｔｍｌ〕 を ご 確 認 く だ さ い。

■お問 い合わせ先

第 ６ 回 日 本生 殖 石 護 学 会 学術 集 会 事 務 局 （担
１峠； 安 成、

高 見、 閉 尾〕

〒６７３一 榊 兵庫県明眉市北王 ｆ町１３－７１

兵庫県立大学看 謹学部 生涯憧康看謹講座 ／助産師養 成課程

Ｆ Ａ Ｘ ０７昌一９２５－９４別 ■ 学 会 専 用 メ ー ル ｊ彗ｆｎ５回［ｎ 舶一ｕ－ｈ｝ｏ呂ｏ苫〔」ｐ



日 本 生 殖 看 護 学 会 Ｎｏ １８ 」冒Ｏ冒ｎ 髄ｅ Ｓｏ〔１昌廿ｙ ｏｆＦｅｎ■１■｝ Ｎｕｒ呂■ｎ呂 癸 行 日 ２００８３ ⑤

Ｈ２０年廣

研究助成を開始します

会員の皆さまの括動支擾の 一つ とＬて研究助 成制鹿を設けています切で、 是非 ご活用下さい。 たくさんω

ご応 募 を 心よ り お 待ち 申 し上 げ ます。

なお、 詳 細こつ き ま Ｌて は 学会 ホー ム ペ ー ジ ；ｈｔ帥＝、
“小ｉｎ．ｕｍ

ヨｎｊｐ〕 を ご参 照 ドさ い。

研究助成募集要項
■研究助成の逮旨】

生 殖 看 讃 の 実 践 に 関 す る 調 杳 ・ 研 究 を 支 援 す る た め に、 会 員を 対 象 と し、
研 究 費 壱 助 成 Ｌ、

生 殖 看 謹 の

発 展 を 図 る こ とを 目 的 と す る。

１助成の対 刻

個 人 又は 共岡 の 研 究 者 を 対 象 とす る。

１応募貿 樹

１
、
研 究 代 表者 は 会 貝 で あ って、 会貝 歴 ２ 年 以 上 であ る 者。

２． 共１司 研 究 者
は
、 申 請 時 に 本学 会 会員 で

ある 者。

１助成金１

研 究助 成 金 は研 究 計 画 一 編 につ き ５ 万 円 を 限 度 と Ｌ、 当 該 年 鹿 の研 究 助 成 は ２件 ま で と す る，

Ｉ研究助成期間】

平 成２０年 呂月 １ 日 ～ 平 成２１年 ７月３１日 ま で の１ 年間 と す る。

腕 募方法１

１一 学 会 所 定 の 研究 助 成 申 請 書 に 必 要 事項 を 記 載 し、 １３綿 （正 １ 部、 副１２部〕 を学 会 事務 局 宛 に 「研 究助

成 申 請 書類 在 巾」 と 朱 書 圭 し、 書謂 で 送 付 する。 申 請 書 類 は 返却 し ない。

２一 応 募 受付 期 間 平 成２０年 ’ 月 １日 ～ ６月１５Ｈ

帽 考及ぴ助成の決定】

研究助 成審 査会において選考審 査ω 卜、 平成２０年７ 月巾旬に応募者に文書 で通知 す 糺 選考に関する問

い 合わ せ には 応 じら れ な い。

１助成金の使途】

研 究活 動 に必 要 な物 品 費、 旅費、 通 信 ・ 運 雌曹、 印 刷 費 な ど を含 む。

【研究成果の報告】

１ 助 成 を 受 け た 者 は、 研 究が 終 了 後、 そ の結 果を 理 事 長 に 報告 す る。

２
．
研 究 成 果 は、 ２年 以 内 に日 本 生 殖 看 護学 会 で発 表 し、 さ 昌に Ｈ 本 生 殖看 証 学 会 誌 に 投 稿す 乱

３． 研 究 成 果
を 他 に 発 表 する 場 合 に は、 日 本

生 殖 看護 学 会の 研究 助 成 を 畳 けた こ と を 明 記す る。

将来検討委員会担 当理事

長岡 由紀 了



１⑥ 目本生殖 看詣掌会 発 行日 ２００８ヨ

日本生殖看護学会

Ｏｏ。平 成２０年 度 生殖 看 護 実践セ ミ ナー。ｏ◎

現在、 教 育 推 遣 委員 会 では、 平
成２０年 度 実 践セ ミ ナ ー ω 準 備 を 進 めて い ま す。 ま だ・ 不 確 定

な部 分 も あ る の

です が、 セ ミ ナ
ー の 予 告 だ けお 伝 え し て お きま す凸

開催 は、
第 右 回□ 本 生 殖看 護 学 会 学 術 集 会 前 Ｈの ７月１荘□／ｌｌに 学 術 集 会会 場と 同 じ場 所 で す。 二日 間・ 生 殖

看 護 に つ い て 充 実 Ｌ た 時 間 を 過 ご Ｌま せ ん か亨 詳細 が きま り ま し た ら、
お 申 し込 み １ お 間 い 合 わ せ 先 も 含 め

て ホー ム ペ ー ジ等 で お 知 ら せ Ｌま す の で、 今 の
う ち にせ ひ ス ケ ジュ ー ル の 確 保を お 願 い Ｌま す。

教育推進委員会担当理事 森 恵美

テーマ 「不妊治滅後に妊娠 した夫婦への継続的支援」 （仮題）

１研修目的１

１ 芥 妊治療後に妊娠 Ｌた夫婦の 経験と望む支援について用解する

２
．
不 妊 治 療 施 設と 姐 娠 後 の 施 設 との 連 携 に つ いて 理 解 す る

３ 小妊治療後に好 娠した夫婦への継続的な支揺⑭あり方について考える

【研修計画１

１． 日 時

２ 場 所

３
一
参 加 資格

４．
参 加 費

平 成２０年 ７月１舳 咄 １３１３ト １右 ３０

兵 庫 県 立 人 学 明石 キ ャ ンパ ス

非学会員も参加可能

会員 無 料 非会員 ５００円 （資料代〕

１４ ＝ｌＯ｛ １５： ＯＯ

「小打治療後に妊娠した 夫飼の経験 と望む支援」 （仮題〕

「不妊治療施設と妊娠後の施設との 連携」／仮題〕

休憩

意見交換

まとめ

一間い合わせ 矧

埼 玉県立大学保健医捺 福祉学部 坂上 明了

電話 ０４８－９７１－０５００ １代〕

韮 ＦＡＸ、 メ ー
ルア ドレス は ４月 以１璋に ホ ーム ペ ー ジに 掲 載 しま す

教育推 進委貝 会で は、 会貝 が†催する 各地区の勉強
会

を支援 Ｌたいと考 えております凸 勉強会 を企画さ れて い

る 代 表 者 の 方 は、 開 催 Ｈ 時、 開 催 場 所、
テ ー マ あ る い は

内 容、 連 絡
先 帷 所、 電 諦 番 号、 Ｆ＾

ｘ 番 号、 メ ー ル ア

ド レ ス〕 等 を 以 下σ〕連 締 先 ま で ご 連 締 く だ さ い。 よ ろ し

く お 願 い 巾 し １、げ ま す、

教育推進委貝会剋当理事 森 恵美

教育推遭 委員会押 当珂事

森 恵 差 ｍ ｏｎ 榊 日 ㎝ ｌｔｙ、〔
ｈ帖宕一ｕ」Ｐ

Ｔ葉大学看 護学部 畦惟 看護苧教育研 究分野

〒呈５０一朋 ７２ 千 葉 市 中 央 区 亥 鼻１一呂一１
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今 吐から新 しく 開始する シリ ーズです。 不 鉦に悩むカッ プルヘケアする 際によ句尊門的在 知識牛技術 の捉供が 求めら

れる」１う に右り、２００２年か ら不
妊看護 認定看 謹師 （当時 の名 称〕 の敦育課程 が開始されま Ｌた。 Ｌか し、 不鉦治療 を受

けてい る患 者さん が約珊万 人と推定さ れ、 また 体外
受精 実施施 設と Ｌて豊録 Ｌている 医療機関 が的信⑪Ｏ施 設となった 現

在、 詔 定看謹師の 敏が ト分 だとはとても目 い難い状況です凸 そんな厳 しい 環境の中で 頑張っ ている認定 看謹師の 皆さ ん

への工 一ルと， 現 場で試行 錯誤Ｌな が島不 妊に悩むカッ プ」レに対応 してい る看謹職ω皆さ んへぜひ認定 看証師の 括動を

知 っ て い た だ き た い と 思 い、 こ の
食 画 を 始 め ま Ｌ た、・ 看 護 職 の 皆 さ ん に は、 認 定 看 謹 師 さ ん を よ ｝ リ ソ ー ス と し て 活 用

し て い た だ き た い で す。 ま た こ の 企 画 が、
ご 自 身 の キ ャ リ ア ・ デ ペ ロ フ プ メ ン ト の 選 択 畦 と Ｌ て 認 定 看 謹 帥 の 道 も 考 え

て い た だ く 刺 激 に な っ た ら 幸 い で す、

．
リ レ ー 寄 租 ス タ ー ト１〔あ た っ て

．’

蔵 本 ウ イ メ ン ズ ク り ニ ッ ク ｛福 岡〕

１期生 福冊貴 美 戸

寒 い 冬 が 終わ り、 美 しい 桜 の
咲く 季節 と な り ま Ｌた、、 皆 さ ん、

こ ん に ち は。 私は 小 妊 症 看 讃 認 定 看 護 師 の １

期 牛 福Ｏ 順 美 戸で す。 現 在、 認 定 看 護 師 は 全国 に３．
３８ 脇 お 呵、 そ の 内 不妊 症 看 護 認 定 看 護 師は信脇 と な って い

ま す 岨Ｏ０７年 ７ 月 現在〕。 九州 工り ア
は 数 少 な い 不 妊 症 看 謹 認 定 看 護 師 が ７ 名 も 活 動 して い る と い う 認 定密 度

の 高 い 地 域 です。 そ の た め 同 じ方 向 性 をも っ て 活 動 で きる 仲 間 に悪 ま れ、 地 域 の 認定 看 護 師の ネ ッ ト ワ ーク を

基盤と して、 毎年日本生殖看謹学会九州地区勉強会を開催 した り、 第５山□本牛殖看謹学会学術集会ω開催に

お い て も 企 画 委 員と し て 力 強い 協 力 を 得る こ と が で き ま した。

私 た ち 認 定 塙 護 師 は、 不 妊 症 看護 の 質 の向 上 を 図 る た め に高 い実 践 能力 と そ れを 基 盤 と した ス タ ッ フ ナ ース

に 対 す る 相 談 や 指 増 を 行 な う と と も に、 日 々 研 鍛
を 積 み な が ら、 医 療

チ ー ム に お ける 協 働 と 看 護 の 役 割 の 重 要

性 を 唱 え る 活 動 を 行 な っ て い ま す〕 し か し、 不 妊 症 看 謹 認 定看 謹 師は １ 施 設 に そ ω存 在 があ れ ぱよ い 方 で、 い

て も １ － ２ 培 で あ る た め， ポ ジシ ョ ン 的 に難 Ｌい 位 置 に いた
Ｏ
、 白分 が 看 護

モ デ ルと な っ て 実 践 し、 ス タ ン ワ

ナ ー ス の 教 育を 行 な う 上 で も ジ レ ン マ や ス ト レス を 受 ける こと もあ ｏ ま す。 今 回 か らス ター トす る こ の リ レー

寄稿は認定看護帥と しての括動の現状や苦労話等の報告を通 して、 悩んでいる看護実践家の勇気となったｏ、
読 ま れ た カ がそ こ か ら 看 護 実 践 の ヒ ン トを 得 た り、 ま た 認 定看 護 師へ の 理 解 を 通 して 不 妊症 看 護 の 轄 が 広 がる

こ と を 目 的 と して いま す。

不妊症看護は、 看護専門領域として２００２年から臼本看護協 会神η研修センターで教育 課程がスター トしまＬ

た が、 ２００呂年 か ら
聖 路 加 看 謹 大学 看 護 実践 開 発 研 究 セ ン ター へ 教 育 機 関 が 移 る こと にな りま Ｌた。 新 た な 不 軒

症 看 謹 認定 看 謹 師 の 胎 が こ れ か ら も 広 がっ て 行 く こ と に な りま す。 そ の よ う な 理 曲も あ ｏこ の リ レ ー 寄 稿 が 始

ま る こ と に なり ま Ｌた。 リ レー 寄稿 を ご 仕面 トさ い ま した兵 庫 県 立大 学 の 野 澤 美 江子 先 生 に心 か ら 感 謝 した い

と 思 い ま す。

次 回 は、 ２
期 牛 の 神 谷 レテ イ ース クり ニ ック の 浅 野 明 恵 さん に バ ト ンを 繋 彗、 北海 遣 の 認定 看 謹 師 ω 活 動 を

報告 Ｌて 頂 く 丁 定 です、 どう ぞお 楽 Ｌみ に。

国 聖路加看護大学看護実践開発研究センター

不妊症看護認 定看護師教育課程 ２００９年度の募集につ いて

出口 期聞．２００昔年７月１州 岨１－２００呂年７月１９□山消印辛 劫

瞳艘目程 １２００宮年君月３０］出 筆 記試験

筥月 １Ｈ岨１ 面接 試験

鴉程閨 始＝２㎝９年旺月 １Ｈ

月 的 １ ＋ 月 間１ま 宝 門 に 症 ｏ 崔 寸．」

腰程膿 了１２０１０年２月盟 ｕ

；竈人 口１１５瑞

口 眈 先 詳細 はホ ームペー ジ

帖 岬一〃 ｍｄ 叩 昌１㎝ 曲［ｊｐノ〕 を ご 覧 く だ さ い。

募集要項 郵送希望の方は封 筒に 糾 判 返僧 用封筒 （別ｏ

Ｈ 切手貼付、 コース 培 「小妊症看謹」、 件 所、 氏培 明記〕

を 同 封 Ｌ、 ド 記 へ 講 求 Ｌ て く だ さ い、

東京都巾央 区築 地ヨー畠一 ５ 瑠路加看譜 大学２号館

看証実践 開発研 究センケー 認定看讃師 教育 課程事務係



⑭ 目本生殖看記掌会

■玉・
も し不 妊 看 護 の 現 場 で 行 き 詰 ま っ た ら・・

日本生殖看謹学会が相談にのり…１…す

莞行目 ２００８ヨ

奪○
実 際 に 患 著 さ ん と 間わ って い く 中 で、「目 の前 に い る こ

の 思者 さ ん に ど⑭よ う に 対 応 Ｌた らい い の だ ろう ，」

「患 者さ ん と ゆ っ く り 話 が出 来 る 環 境 を作 る た め に は どう Ｌた ら いい の か
亨」 な ど、

臨 床 の 現 場 で は シス テ ム

や看 謹観、 倫 理 観
な どの■１１で 問題 や ジ レンマ を 感 じる こ と があ る と 思 いま す。

実 践開 発 委員 会 では、 こ の よ う
な 様 右 な 問題 に 直 面 Ｌた 時 に 直接 ご相 談 を お 受 け し・ よ りよ い 不

妊 看 謹 の 方

向 性 を一 緒 に考 え て い き た いと 考 え て い ま す。 現 在・こ の シ
ス テム は 日 本ヰ 殖 看 讃 学 会 の ホー ム ペ ー ジｌｈｔｔｐ一〃

」；ｍ，ｕｍ …ｊｐハ か ら の
み の ア ク セ ス と な Ｏ ま す一

会 員 ω 皆 様 か ら の ご相 談 をお 待 ち し て い ま す， なお、 お 寄 せ い た だい
た ご相 談 の 申 に は、 同 じよ う な 悩 み

を 持 つ 会員 の 侍 様 ω 参考 に なる も ω が 多 く 含 ま れて いま す、 柵 談 老 の 同
意を 頂 い た 上・ 相 談 後 １年 以 上 経 過 し

た 後、 相 談 さ れた カ が特 定 で
き な い 形 に 加 工 Ｌ、 『不 妊石 護 に 関

す る Ｑ ＆ Ａ」 と し て・ ニ ュ ー ス レ
タ ー や ホ ー

ｌ１驚１嘉鐵１１；；１，良 脅◆相藪される幻合借…

日 本生 殖 看 謹 学 会の ホ ー ム ペ ー ジに ア ク 七 ス し、 専
用 の 「ご相 談 内容 記 入 用 紙」 に相 談 内柞 を 出 来 る だけ 詳

細 に ご 記 入後、 送 信 し
て く だ さい。 後 ほ ど、 お

返事 を 送 ら せて いた だき ま す。

日本 生殖看誼学 会へのお問い 合わせ、 会員 に伝えたい情 報・ ニ ュースレ タ
ーに関する ご希 望・ご意見な どが晶りま

し た ら、 Ｆ ＾Ｘ ／Ｏヨー５５５０
－２２冊〕 も Ｌ く は、 Ｅ－ｍ 別１ ０齪ｎ

⑫昌１㎝ 肛」ｐ〕 で、 お 気 軽 に
ご 知 ら せ 下 さ い。

ニ ュ ー ス レ タ ー の 送 付 は、 安 価 な 逼 送
会 社 を 利 用 Ｌ て い ま す凸 轟 送 と 遇 い・ 転 居 し て い る 場 合・ 転 送 す る こ

と が で

き ま せ ん、 従 っ て、 住 所 ・ 氏 名 ・ 所 属 等 の 変 臣 が あ る 方 は、
速 や か に ご 連 絡 ｒ き い亡

お知 Ｏ合いの 方をぜひ日 本桂殖看護 学会へお誘い Ｆさ い一 入会
希望の方 がいらっ Ｌ牛 いました島、 入 会案

内を お送

り し ま す の で、 お 名 前、
ご 連 静 先 を 培 知 ら せ 下 さ い．

Ｈ 本 生 殖 看 謹 学 会 ホ ー ム ペ ー ジ 帖ｎｐ．〃」彗ｉ皿ｕｍｉ皿ｊｐ
バ を 適 宜 更 新 し て い ま す・ ぜ ひ 新 し い 情 報 を ご 渦 用 ｝ さ いｉ・

重 要 会費の納入をお 肌１します

会費の納 人はお 済みで しょう かｉ

「平成１９年 度会曹」は、平成１９年９」ｌ１日一 平成呈Ｏ年昌月ヨ１Ｈまで 切謂
活動に伴う会費 です． ま

だお済み でない方 は、

納人をよろ しく お 顕いＬます． なお、 弗６１
司日 本判．殖看証学会学 術集会で 発表圭 千定さ れて いる

会員の 皆様は・ 特 に

納 入 を お 甲 め＝二Ｉ『

８８竈１己
皆 さ ん、 脅 年 の 雪 はＬ、か が で し た か ？ 弘 は、 一 番 寒

さ胡岨しい時期に口１の パースで 過こしたせいか。 あ

まｏ冬という実鋏がない まま， 書 を迎えようと してい

ま す。 潮 在 申 は、 ■ さ で デ ジ カ メ と 腕 時 計 壷 壇 し。
皮

臼がんが好晃する強い日 差しで汗疹や日光アレルキー

に悩まされま した， ようやく虚日の状噸莇回擾した現

在、 既１〔パースの荒在が 遺…し 聾 籟
忙厨じるのは、 や

は ｏ 年 度 末 の 慌 た だ し さ で し ょ っ か血

書１ま． 新 撮 や 花 々 が 咲 吉 競 う 芙 し い 季 節 で す由 目 然

か ら エ ネ ル ギ ー 在 思 じ な が ら、 生 活 在 エ ン ジ ョ イ し た

い で す ね． 私 の 蠣 国 後 の 目 棚 は， ｒワ
ー ク ・ ラ イ フ ・ パ

ラ ン ス」 で す、 せ ひ、 皆 さ ん こ 一 緒１〔Ｌ
、か が で ず か ？

｛広報委日 野澤 菊工子、 塩沢直葦、 林はる西、 安成智子〕

目本生埴■記学会

Ｊ割ｐ田ｎｅ畠Ｅ Ｓｏｄ巴ｔ｝ ｏｆ Ｆ 肛ｔ１肚 ｙ Ｎｕｒ彗ｉｎｇ ｌ］ＳＦＮ

〒ｌ０４一口０４４ 東 京 都中 央 区 明 而 町１０－１

聖路加看謹 大学内

Ｅ－ｍ 割ｉｌ 」副ｎ伸昔１㎝ Ｈ〔ｊｐ｛当 面、
こ の ア ド レ ス を 使 用〕 ≡


